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Ⅰ ア カ ガ イ 天 然 採 苗 試 験

(含 保護水面管理事業)
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能率的をフカガイの天然採苗を目標としてアカガイの産卵時期､産卵規模､浮遊幼生の出現状況等を

把撞するためにこの調査を行なった｡

調 査 方 法

各調査点 (第 1図参照) ともウィングポンプに

よP海面下10m､207rLの各層から1002の

海水を汲みあげ比重を測定すると共に､100〟

のプランク トンネットでろ過した後､万能投影機

でフカガイ浮遊幼生の個体数と殻長を測定した｡

また･0､5､10､20､30､40m､底層

の各層の水温は電気水温計で測温 した｡

結 果 と 考 察

吊 水温､比重､透明度､他の三枚月浮遊幼生に

ついて

a 茂浦地先の表面水温

昭和 44年度に比べて昭和 45生産の水温

は一般的に寒暖の変化が多かったようである｡

第1図 調 査 地 点 図又平年に比べて 8月上旬は高温､中旬は低温､下旬が最高水温であった事をどが今年

の特徴であ-'たob St.1におけ る底層



St.1における底層水温の変化を第2図に示 したが採水方法が異在る (44生産はゴムホース

によ_り採水した海水を測温)為昭和44錠皮と直接比較することは出来ないが､海底水温の上昇率

はだいたいその年の表面水温の変化に影

響を受けているようである.

C 比 重

St .1における表層水の比重は第2

図のとおDで､ほとん ど変化は見られを

かった｡又全湾調査時においても､著 し

い比重の変化は見られをか った｡

d 透 明 度

St .1の透明度を第2図に示したが
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Ad透明度と比重､水温､7カガイ浮遊幼生

ポ間の相関関係は認められなかっ

た｡e 他の二枚貝の浮遊

幼生アカガイ以外の二枚月の浮遊幼生

の出萌状況について調査を行なったが､
穀長範囲は50-400ILで カキ､フ

カザラガ イ 等多種多様のものが見られ

今径庭の調査だけではフカガイ浮遊幼生

との相関関係は見出せなかっ

た｡第1表 フカガイ浮遊幼生結果 ㍗ -一 一
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物第2図 St･1における底層水温､比重､

透明度､他の二枚月の浮遊幼生出現

状況調査月日 調査地点 水深(叫 天候 透明園m) 風向風力 表面 底層 他の 浮遊幼生出現量 ■(個

体数/〟)(×10〃)12 14 16 18 2

0 22 24 26 28 30水温 水温 二枚 ヘ ノ へ ′ ～ ～
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調査月日 調査地点 水深(7n) 天候 透明皮(TTL)風向風力 表面水温(771) 底層水温(叫 他の二枚副因Ii 浮遊幼生出現量 (個体数/
諺)(×10′り12へ _ノ14 14～16 16～18 18～20 20～22 22へノ24 24～26 26～28 28
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(21 7カガイ浮遊幼生の出現状況

a フカガイ浮遊幼生の殻長別出現状況

を第1表に示 したが､浮遊幼生は 8月

7日から出現し9月2日から9月7日

にかけて付着間近の浮遊幼生が比較的

多くみられ､今年の採苗器の投入時期

は 8月30日～ 9月4日頃が適当と考

･え られた｡

b 陸奥西湾における浮遊幼生の出現状

況をみると第3図のように産卵の山が

2度あるように思われた｡

この事は水練 20m と4Qmにおい

ては､水深が 20℃を越える時期は 1

ケ月以上もの差があること､陸奥東湾

よb陸奥西湾の方が第1表の結果でも

わかるとおb概して温度の上昇が早いこ

とをどから､母月の生息場所によb産

卵時期がずれ るものと思われた｡

C 全湾調査は 3回行をったが､浮遊幼

生は 8月上旬から中旬にかけては陸奥

西湾に多く､付着間近の9月上旬では

陸奥東湾に多く､特に川内沖に濃密群

がみられた｡
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2, 付 着 稚 月 の 調 査
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フカガイ浮遊幼生の出現状況と採苗器の投入適期､付着稚月および稚貝の採取適期等の関係を調べる

為にこの調査を行在った｡

なおこの調査に当って関係漁業協同組合､研究会､工藤豊蔵氏､八桁由成氏､主任水産業改良普及員

佐 木々鉄郎氏の皆様に御協力を載いた｡ここに厚 く御礼申し上げるO

請 法

(I)場所および投入時期

川内 '. 例在と同じ場所で8月 30日に採苗器を

投入 した｡試験内容は最初からネトロンネ

ットにタマネギ袋をかぶせたもの (ネトロ

ン袋とする)と､途中からタマネギ袋をか 卵 紗 那

ぶせた (10月16日)場合 (後袋とする)

の効果について44圧慶の追試験を行をっ

た｡

奥内 : 浮遊幼生の出現状況と早着稚貝の関係お

よび早期付着群と晩期付着群の稚貝採取時

における成長差を見る為に､例任と同じ場

所＼付着器 (ネ トロンネ ッ トにタマネギ袋

をかぶせたも0)を8月20日か ら10日

間隔で投入し45年下旬に稚貝採取を行な

った｡

浦田: 9月5日に第 1図のような場所へ押倒

･(水深48m)と岸側 (水深38m)の付

着状況の差異について検討する為 2ヶ所＼

採苗器の設置を行在った｡

結 果および考察

川 採苗器の投入状況

＼
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第1図 採苗器投入場所 (浦田)



今年度のアカガイ採苗器の投入状況を第1表に示 した.

第 1表 アカガイ採苗器投入状況

場 所 経 営 別 設 置 月 日 水 lm)深 1ケ続当D付着器数 (莱) 統数 (

統長m)川. 内 組 合 自 営 8月50日 50 5

00 2 (100)県水産増殖センター 8月 50日

50 500 1 (100)滞 水 川 個 人 9月 5日～9月 10日 25-

52 1,000 5 (100-150)浦 由
研 究 会 9月 15日 40 100 1 (70)増 殖 セ ン ター 9月 5日 52--48 500 2 (10

0)土 屋 個 人 8月下旬～9月中旬 5

0 500 ? (100)奥 内 個 人 9月上旬 50
550 5 (80)増 殖 セ ン タ ー 8月20日～9月 10日 50 500 1 (50)

今錠皮は26ケ続と44径庭の170ケ銃に比べて大幅に減少してい る.このことは最近

のフカガイ採苗事業がホクテガイ採苗事業に比べて メリットが少ない ことが大きな要因と思われるoまた今年

度から付着器としてすべてネ トロンネットが使わ

れ るように怒った事も特徴的であった｡(

2) 稚貝の付着量アカガイ稚貝の付着状況は第2表に示 した｡

総付着量は 2,125,900個

で､

付着器 1個当Dの平均付着量は173個と昨年の平均付着

量 (96.6個)の約 2倍であっ

た｡地域的にみると陸奥西湾

よb陸奥東湾が良か ったのが今任

の特徴であD､浮遊幼生の調査 と合わせて注 目される点であった｡

稚貝の成長は昭和45在 11

月12日の調査では

平均 5.1孤7Wで他の任の同

時期の調査 と比較してかなb良いようであった｡(31 中間育成実施数 第 2

表 フカガイ稚月の付着状況場 所 経 営 別 1袋当b付 着 量 総

袋 数(莱) 総付着量(価) 測定月 日川 内 組 合 自営
509個 600 184,80045.12.22増殖セyクー 540 500 162.00045.12.

22滑 水 川 個 人 205 5,000 1,015,0

0046.1.9浦 田 研 究 会 101 100 10,
10045.12.19増殖センター 156 600

81,60045.12.19土 屋 個 人= 101

2.700 272.70045.12.19奥 内
個 人

156 2.650 560,4004512.21,増殖センター 151 5

00 59.50045.12.21総 計 3--175 12.250 2,1

25,900｢l昭和45生産フカガイ稚月の中間育成実施数は聞き取 bおよびアン

ケー ト調査によ967万個と推定されたが､その他に今年度の場合はホクテガイの中間育成中のパールネット (特に8



フカガイ稚月の採取量は第3表のように史上最高の 859万個 となったo

第3表 昭和 45径庭フカガイ採苗稚月数

場 所 経 営 別 採苗器採取稚 月 数 パ｢ルネット採 取 稚 貝

備 考川 中 組 合 自 営 16,000個 5,000個 ○川内 :46.5.15宿野部沖水

深-7-､殿崎沖増殖センダー 52,_500 0 水深 87,Lにフカザラガイを 10.8万放流○横浜 :45缶 12月までフカガイ操業､Kg当95- 6個の小月を 1日20- 5DKg程度採挿しKg当b800円で販売 した○○東田沢 :44生月を 5,000個養殖中0 45.8.15滑 水 川 個 人

500,000 500,000

･｣､ 湊 個 人 0 50,000東 悶 沢 個 人 0_,060,

;.ー0.00浦 田 個 人 0 5,0m,ロoo増殖センター 28.400 0 44任産アカサラガイを50,.000個放流○浦田 :.垂下養殖7カガイ r42征月)500個(110- 12

5g)を45任8月に販売したところ､Kク当9800円で販売でき茂 準

個 人 0 500,000
土 屋 個 人 27,000 10,0

00奥 内 イ甲 人 52.ロoo 0増殖 センター 12,00二0 0 たo

計 667.700 ,925,000 総計 8,590,700個(4)川内地先にお

ける試験結果結果は第4表のように11月5日の調査では､後から袋をかぶせたものでもアカガ

イがか夜b袋の外側へ移動 している｡ しか しネ トロン袋と後袋の内側へ付着 している稚貝の割合をみると

ネ トロン袋は 58%､後索は80虜と後か ら袋をかぶせた効果が出てい

るように思われる｡夜お袋をかぶせる時期につ

いては稚貝の成長と考え合わせさらに検討する必要があるようだ｡第4表 川内地先における付着稚貝調

査結果種類 層別 圧月日45.10.16 4 5.ll.5 45.12.22 46.2.10付着器個数 殻長 其の内 袋の外 個数 穀長 個数 殻長 個数 殻

長7カガイ 上層 ネ トロン袋 591.67WJW

199個 124個 5254.1花m 2498.77Wm 1559.5孔花後か ら 袋 45 16 612.5 876.8 52 8.5

中層 ネトロン袋 4611.7 209 44 2555.5 6577.7 .ー 9 9 10.0後から 袋 667 115 7824.0

4796.5 5279.7下層 ネトロン袋 5501.7 171 250 4215.8 1,0578.2 525 8.6後から 袋 556 126 66

25.5 7156.1 6488.1フカザラガイ 上層 ネ トロン袋 5

62.9 1.252 224 1,4765.7 1,545ll
.0 25010.0後か ら 袋 84 50 154 4.1 1149.0

21 ll.0中層 ネ トロン袋 722.9 1,5

25 75



(5) 浦田地先における試験結果

結果は第5表のようであった

が､フカガイ､フカザラガイの

成長､付着量 ともに沖側の方が

良かった｡

またフカザラガイを採取後耳

掃 b養殖を行をってみたが生残

率は46征10月5日現在で

100感であD､陸奥湾でも可

能性のある養殖方法と思われた｡

(6)奥内地先における試験結果

今年度奥内における7カガイ

の付着盛期は第 6表のように8

月下旬であったと推定されたが､

この結果は浮遊幼生の調査結果

も一致 してお9､7カガイ浮遊

幼生が順調に付着に到ったもの

と思われる｡

またフカガイ稚貝の採取結

果からみると､遅 く付着した

ものほど稚月の採取率が悪か

った ようである｡

従って今後採苗器を投入す

る場合は浮遊幼生の早期発生

群をとらえ､できるだけ大型

の稚貝を採取すべきである｡

(7)アカガイと7カザラガイの

付着層の差異について

昭和45年度の場合は川内､

浦田､奥内の三地亘とも7カガ

イは一般的に下層の方が付着

量が多かったが､フカザラガ

イについては上､中､下層同程

度からむ しろ上､中層の付着

量の方が多い傾向を示 してい

た｡この事は45生皮のみの

第 5表 浦田地先における調査結果

場所 種類 層別 45.ll.19調査 46.2.6調 査 備 考個 数 穀長787W

個 数 穀長nm岡 アカ 上 145 5.7

16 ll.1 望アカザラガ側 ガイ

中 51 5.0 85 10.0 イ水深3R帆 下 18

5.0 97 9.8 46.2.10S.L-1.

9cmフカザ ラガイ 上 265 6.1

175 9.2中 288 5.2 594 10.

1 のものを耳呂下 190 5

.4 255 9.2 b養殖 して46.10.5沖 フカ 上 74

5.5 54 10.6側水深48 ガイ 中 79 5.8 109

ll.6 S.L-5.0(:孤下 240 5.6 181 ll.9 .S.H-5.4c

lTLS.W-1.9clTLアカザラ 上 550

6.6 544 12.5

中 445 6.4 555 15.6 T.W-29gTrL ガイ 下 508
5.7 525 12.

5 となったo第 6表 奥内地先における調査結果種刺 投入月日 層別 45.ll.12調査

45.12.21調 査 45.12.2

6稚 貝 採 取個 数 穀 長 個 数 穀 長7

45fE 上 42 4.8毎カ

14 8.8如 5,000個8月 中

79 5.2 64 9.520日 下 250 6.5 295 9.1

45年 上 26 5.1 56 8

.2 5,700個カ 8月 中 150 5.1 89 8.5ガ

イ 50日 下 404 4.5 517 7.845年 上 10 4.9

4 8.5 1,500個9月 中 19 4.

4 18 6.510日 下 124

5.4 126 8.67カザラ

ガイ 45任 上 757 6.5 580

10.1 28,900個8月 中 701 6.9 505 15.1

20日 下 592 7.5 572 12.1

45任 上 546 6.0 725 ll.5 50,800個




